
「
大
御
葬
歌
」
試
論

今
　
　
井

昌
　
　
子

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
あ
が

　
『
古
事
記
』
は
、
倭
健
命
の
能
煩
野
に
お
け
る
崩
り
に
際
し
て
歌
わ
れ
た

歌
謡
を
記
し
て
い
る
。

　
　
於
レ
是
坐
レ
倭
后
等
及
御
子
等
、
諸
下
到
而
、
作
二
御
陵
一
即
葡
一
旬
－
廻
其

　
　
地
之
那
豆
岐
田
一
一
自
レ
那
下
三
字
以
レ
音
一
而
、
突
爲
歌
日
、

　
　
　
那
豆
岐
能
多
能
　
伊
那
賀
良
遺
　
伊
那
賀
良
遍

　
　
　
波
比
母
登
當
呂
布
登
許
呂
豆
良

　
　
於
レ
是
化
二
八
尋
白
智
鳥
一
翔
レ
天
而
向
レ
濱
飛
行
。
一
智
字
以
レ
音
一
爾
其

　
　
后
及
御
子
等
、
於
二
其
小
竹
之
苅
秩
一
難
二
足
腓
破
一
忘
二
其
痛
一
以
突
追
。

　
　
此
時
歌
日
、

　
　
　
阿
佐
士
怒
波
良
　
許
斯
那
豆
牟
　
蘇
良
波
由
賀
受

　
　
　
阿
斯
用
由
久
那

　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
　
又
入
二
其
海
盟
一
而
、
那
豆
美
一
此
三
字
以
レ
音
一
行
時
歌
日
、

　
　
　
宇
美
賀
由
氣
婆
　
許
斯
那
豆
牟
　
意
富
迦
波
良
能

　
　
　
宇
恵
具
佐
　
宇
美
賀
波
　
伊
佐
用
布

　
　
又
飛
居
二
其
磯
一
之
時
歌
日
、

　
　
　
波
麻
都
知
登
理
　
波
麻
用
波
由
迦
受
　
伊
蘇
豆
多
布

　
　
是
四
歌
者
、
皆
歌
二
其
御
葬
一
也
。
故
、
至
レ
今
其
歌
者
、
歌
二
天
皇
之
大

　
　
御
葬
一
也
。
故
、
自
二
其
國
一
飛
翔
行
、
留
二
河
内
國
之
志
幾
Ｊ
故
、
於
二
其

　
　
地
一
作
二
御
陵
一
鎭
坐
也
。
即
號
二
其
御
陵
一
謂
二
白
鳥
御
陵
一
也
。
然
亦
自
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
其
地
一
更
翔
レ
天
以
飛
行
。

　
こ
の
記
事
に
「
大
御
葬
歌
」
と
呼
ば
れ
る
四
首
が
み
え
る
。
土
橋
寛
先
生
に

よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
い
な
が
ら

　
記
３
４
　
な
づ
き
の
　
田
の
稲
幹
に

　
　
　
　
い
な
が
ら
　
　
　
　
は
　
　
　
も
と
ほ
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
づ
ら

　
　
　
　
稲
幹
に
　
這
ひ
廻
ろ
ふ
　
露
葛



　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
　
　
あ
さ
じ
の
は
ら
　
こ
し
な
づ

記
３
５
　
浅
小
竹
原
　
腰
泥
む

　
　
　
そ
ら
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
　
ゆ

　
　
　
空
は
行
か
ず
　
足
よ
行
く
な

　
　
　
う
み
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
な
づ

記
３
６
　
海
が
行
け
ば
　
腰
泥
む

　
　
　
む
は
が
は
ら
　
　
　
　
う
ゑ
ぐ
さ

　
　
　
大
河
原
の
　
殖
草

　
　
　
う
み

　
　
　
海
が
は
　
い
さ
よ
ふ

　
　
　
婁
　
ち
ど
り
隻
　
　
　
　
　
い
そ
づ
た
◎

記
３
７
　
繍
つ
千
鳥
濱
よ
は
行
か
ず
磯
傳
ふ

　
『
古
事
記
」
に
み
え
る
こ
れ
ら
四
首
の
歌
謡
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
に

は
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
即
詔
二
群
卿
一
命
二
百
寮
一
侃
葬
二
於
伊
勢
國
能
褒
野
陵
」
時
日
本
武
尊
化
二

　
　
白
鳥
一
従
レ
陵
出
之
、
指
二
倭
國
一
而
飛
之
。
群
臣
等
、
因
以
、
開
二
其
棺

　
　
槻
　
一
而
視
之
、
明
衣
空
留
而
、
屍
骨
無
之
。
於
是
、
遣
二
使
者
一
追
二
尋

　
　
白
鳥
」
則
停
二
於
倭
琴
弾
原
」
侃
於
其
虜
造
レ
陵
焉
。
白
鳥
更
飛
至
二
河
内
一

　
　
留
二
奮
市
邑
」
亦
其
慶
作
レ
陵
。
故
時
人
號
二
是
三
陵
一
日
二
白
鳥
陵
」
然
遂

　
　
高
翔
上
レ
天
。
徒
葬
二
衣
冠
Ｊ
因
欲
レ
録
二
功
名
一
即
定
二
武
部
一
也
。
是
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
天
皇
践
酢
皿
川
三
年
焉
。

　
こ
こ
に
は
、
「
大
御
葬
歌
」
四
首
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
所
伝
そ
の
も
の
に

も
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
『
古
事
記
－
は
、
「
坐
レ
倭
后
等
及
御
子
等
、
諸
下
到

而
、
作
二
御
陵
一
」
と
あ
り
、
「
而
、
突
爲
歌
日
」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

，
日
本
書
紀
」
は
「
詔
二
群
卿
一
命
二
百
寮
一
侃
葬
二
於
伊
勢
國
能
褒
野
陵
」
」
と

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
私
的
な
哀
傷
を
担
っ
て
「
歌
日
」
と
あ
る
の
が
、
四
首
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

歌
謡
で
あ
る
。
こ
こ
に
倭
健
命
の
死
に
伴
う
「
后
」
「
御
子
等
」
の
心
情
表
出

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、
さ
ら
に
、
起
源
と
結
び
っ
い
て
「
皆

歌
二
其
御
葬
一
也
。
故
、
至
レ
今
其
歌
者
」
と
い
う
、
倭
健
命
へ
の
い
わ
ば
私
的

な
悲
嘆
の
表
現
か
ら
、
「
歌
二
天
皇
之
大
御
葬
一
也
」
と
さ
れ
、
ま
さ
に
公
的
な

哀
悼
の
表
現
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「
天
皇
之
大
御
葬
歌
」
と
い
う

一
代
の
最
後
の
儀
式
の
あ
り
か
た
と
、
そ
こ
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
「
大
御
葬

歌
」
の
起
源
が
こ
こ
に
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
土
橋
寛
先
生
は
、
「
倭
健
が

死
ん
で
御
陵
に
葬
っ
た
後
、
后
・
御
子
た
ち
が
歌
っ
た
歌
だ
と
説
明
し
て
お
き

な
が
ら
、
こ
こ
で
天
皇
の
葬
送
に
歌
っ
た
と
い
う
説
明
は
矛
盾
と
い
わ
ね
ば
な

　
　
　

ら
な
い
。
」
と
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
『
日
本
書
紀
－
と
は
異
な
る

，
古
事
記
』
の
叙
述
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
「
大
御
葬
歌
」
の
素
性
、
す
な
わ
ち
「
物
語
歌
謡
」
か

「
独
立
歌
謡
」
か
と
い
う
視
点
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。

　
「
大
御
葬
歌
」
に
関
し
て
の
従
来
の
説
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
っ
は
、
天
皇
の
葬
儀
に
歌
わ
れ
て
い
た
歌
が
物
語
に
組
み
込
ま
れ
た
と
み
る

説
、
も
う
一
っ
は
、
葬
送
と
は
異
な
る
場
で
歌
わ
れ
て
い
た
歌
謡
が
大
御
葬

歌
と
し
て
物
語
の
中
に
と
り
込
ま
れ
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
前
者
は
、
相
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

貞
三
氏
や
武
田
祐
吉
氏
、
西
郷
信
綱
氏
ら
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
。
西
郷
信
綱
氏

は
、

　
　
こ
れ
ら
の
歌
を
民
謡
ま
た
は
童
謡
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
向
き
が
多
い
け



　
　
れ
ど
、
ま
ず
必
要
な
の
は
、
歌
を
そ
れ
が
生
き
て
い
る
現
場
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
葬
り
の
歌
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
し
、
記
三
四
番
歌
を
「
前
記
の
葡
旬
儀
礼
と
ぴ
っ
た
り
対
応
し
た
歌
」
、
記

三
五
番
歌
の
「
腰
な
づ
む
」
を
「
葬
り
の
場
に
お
け
る
儀
礼
的
所
作
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
と
化
し
た
魂
を
沸
泣
し
っ
っ
追
っ
か
け
る
擬
態
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
記
三
六
番
歌
の
「
海
処
行
け
ば
、
腰
な
づ
む
、
云
々
」
に
っ

い
て
も
「
実
際
水
に
っ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
海
草
が
海
を
『
い
さ
よ
ふ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ご
と
き
所
作
が
演
じ
ら
れ
た
の
に
相
違
な
い
」
と
し
、
四
首
と
も
葬
の
場
に
現

実
に
生
き
た
歌
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
武
田
祐
吉
氏
は
「
は
じ
め
か
ら
送
葬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

歌
曲
と
し
て
成
立
し
た
よ
う
な
調
子
の
良
さ
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
、
益
田
勝

実
氏
は
武
田
氏
の
説
を
受
け
て
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
が
天
皇
の
送
葬
儀
礼
に

う
た
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
葬
の
伝
承
歌
謡
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
形
成
に
参
加
せ
し
め
ら
れ
た
」
と
さ
れ
る
。
守
屋
俊
彦
氏
も
「
実
際
に
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
葬
儀
に
歌
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
原
や
川
や
海
辺
で
の

捕
え
に
く
い
も
ど
か
し
さ
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
魂
を
呼
び
戻
そ
う
と

す
る
気
持
ち
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
中
略
）
蹟
の
場
で
歌
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
＠

呪
歌
な
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
蹟
と
葬
を
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い
る
点
が
問

題
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
説
に
対
し
、
後
者
の
、
葬
送
と
は
異
な
る
場
で
歌
わ
れ
た
民
謡
が
、

倭
建
命
の
葬
送
物
語
に
転
用
さ
れ
た
後
、
大
御
葬
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

な
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
高
木
市
之
助
の
童
謡
説
を
は
じ
め
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

橋
寛
先
生
の
歌
垣
の
民
謡
説
や
吉
井
巌
氏
の
農
業
祭
に
関
わ
る
呪
歌
説
、
神
堀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

忍
氏
の
民
衆
の
労
働
の
苦
労
を
う
た
っ
た
労
働
歌
説
、
吾
郷
寅
之
進
氏
の
恋
の

　
　
　
　
　
　
＠

通
い
路
の
曇
諸
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
民
謡
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
数
多
く
の
「
独
立
歌
謡
」
説
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
四
首
の
歌
謡
の

わ
か
り
に
く
さ
が
あ
る
。

　
従
来
の
歌
謡
の
解
釈
は
、
あ
ま
り
に
も
所
伝
に
密
着
し
た
解
釈
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
歌
謡
と
所
伝
の
問
に
は
大
き
な
ズ
レ
が
存
在
す
る
。
以
下
、
歌
謡
と

所
伝
の
ズ
レ
を
手
掛
か
り
に
歌
謡
の
解
釈
を
試
み
た
い
。

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
一
一
ろ

　
ま
ず
記
三
四
の
歌
謡
は
稲
幹
に
野
老
蔓
が
巻
き
っ
い
て
い
る
こ
と
を
歌
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ナ

も
の
で
、
『
古
事
記
伝
』
に
「
如
此
よ
み
賜
へ
る
意
、
契
沖
の
云
る
如
く
、
悲

シ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヒ
モ
ト
ホ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
マ
ト

哀
に
堪
ず
て
葡
旬
廻
賜
ふ
こ
と
を
、
其
地
な
る
田
の
稲
璽
に
、
露
の
葛
の
蔓
続

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

へ
る
に
警
へ
賜
へ
り
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
説
話
で
語
る
よ
う
に
、
后
た
ち

が
歌
っ
た
歌
に
、
自
分
た
ち
の
悲
し
ん
で
い
る
姿
を
稲
幹
に
ま
と
わ
り
っ
い
て

い
る
野
老
蔓
に
瞼
え
て
い
う
こ
と
が
現
実
に
あ
り
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生

ず
る
。
む
し
ろ
第
三
者
が
后
た
ち
の
死
者
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
悲
し
ん
で
い
る

姿
を
稲
幹
に
か
ら
ま
る
野
老
蔓
に
瞼
え
る
の
で
あ
れ
ば
成
り
立
ち
う
る
が
、
所

伝
で
い
う
后
た
ち
が
歌
っ
た
歌
と
考
え
る
に
は
矛
盾
が
生
ず
る
。
土
橋
寛
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
歌
詞
そ
の
も
の
に
は
死
を
悲
し
む
意
味
は
認
め
ら
れ

な
い
し
、
た
だ
「
這
ひ
廻
ろ
ふ
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
の
み
所
伝
と
む
す
び
つ

い
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
御
葬
歌
」
の
一
首
目
（
記

三
四
歌
）
を
物
語
の
述
作
者
が
、
残
さ
れ
た
近
族
の
側
に
立
っ
た
歌
と
し
て
再

編
成
し
た
時
に
生
み
出
さ
れ
た
解
釈
で
、
后
た
ち
が
死
者
の
亡
き
骸
に
す
が
り

つ
き
な
が
ら
嘆
き
悲
し
む
姿
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
と
ら
え
直
さ
れ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
白
鳥
飛
翔
説
話
が
形
成
さ
れ
た
時
代
の
葡
勾

儀
礼
を
含
む
頼
宮
儀
礼
を
反
映
し
た
も
の
で
、
男
性
中
心
の
も
の
に
整
え
ら
れ

る
前
の
女
性
を
中
心
に
し
た
突
泣
の
儀
礼
と
の
結
び
っ
き
を
推
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　
次
の
記
三
五
歌
に
関
し
て
も
従
来
の
解
釈
は
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

「
浅
小
竹
原
　
腰
泥
む
」
は
「
浅
い
笹
原
」
を
人
が
行
く
の
に
「
腰
泥
む
」
と

歌
う
の
は
あ
ま
り
に
も
大
げ
さ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
歌
詞
の
「
浅
小
竹
原

腰
泥
む
」
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
、
前
文
に
后
・
御
子
た
ち
が
、
小
竹
の
刈
代

に
足
を
傷
っ
け
な
が
ら
も
追
い
か
け
た
と
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
前
文
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
歌
詞
は
追
い
行
く
人
問
の
行
為
と
し
て
は
成
り
立
ち
得
な
い
。
歌

の
前
文
の
「
小
竹
の
刈
代
に
　
足
破
る
れ
ど
も
」
が
『
礼
記
』
問
喪
の
「
親
始

死
、
鶏
斯
徒
跣
、
扱
二
上
椎
一
交
レ
手
突
」
と
結
び
つ
け
て
、
裸
足
で
葬
送
に

　
　
　
　
　
　
ゆ

従
う
習
俗
の
反
映
と
み
た
り
、
，
礼
記
」
喪
大
記
に
「
凡
主
人
之
出
也
、
徒
跣

扱
レ
祇
柑
レ
心
」
と
関
連
し
た
、
喪
主
が
素
足
に
な
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
ゆ
し
い
と
の
推
定
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
孝
徳
紀
』
大
化
二
年
三
月
甲

申
の
詔
に
「
亡
人
の
為
に
髪
を
断
ち
、
股
を
刺
し
て
諌
す
。
此
の
如
き
旧
俗
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
に
皆
悉
に
断
め
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
現
実
に
死
を
悼
み
、
自
ら
の
悲

し
み
を
表
現
す
る
習
俗
の
反
映
と
し
て
、
后
や
御
子
た
ち
が
足
を
傷
っ
け
な
が

ら
倭
健
命
の
霊
魂
と
し
て
の
八
尋
白
智
鳥
を
追
い
か
け
た
歌
と
し
て
組
み
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
三
五
の
歌
謡
の
前
文
に
あ
る
「
是
に
八
尋
白
智
鳥
に
化

り
て
、
天
に
翔
り
て
、
浜
に
向
き
飛
び
行
で
ま
し
き
。
」
に
っ
い
て
、
土
橋
寛

先
生
が
「
白
鳥
は
河
内
の
国
の
志
幾
に
向
か
っ
て
、
つ
ま
り
西
の
方
角
に
飛
ん

で
行
く
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
反
対
の
方
角
の
，
浜
に
向
き
て
』

と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
の
は
，
海
が
行
け
ば
』
『
浜
っ
千
鳥
－
の
歌
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ち
出
す
た
め
の
伏
線
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
正
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
づ
　
む

　
記
三
六
歌
の
「
海
が
行
け
ば
　
腰
那
豆
牟
」
の
「
腰
那
豆
牟
」
と
前
の
記
三

五
歌
の
「
浅
小
竹
原
　
腰
那
豆
牟
」
は
共
に
同
じ
「
腰
那
豆
牟
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
古
代
に
お
け
る
「
な
づ
む
」
の
意
味
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
。
ナ
ヅ
ム

は
『
名
義
抄
』
に
「
泥
ナ
ヅ
ム
、
ト
ド
コ
ホ
ル
、
ナ
ヤ
マ
ス
」
「
阻
ナ
ヅ
ム
、
ナ
ヤ
マ
シ
」
と
あ
り
、

歌
の
用
例
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
¢
　
父
母
に
　
知
ら
せ
ぬ
子
ゆ
ゑ
　
三
宅
道
の
　
夏
野
の
草
を
　
な
づ
み
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
二
二
・
三
二
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
づ

　
　
　
難
波
人
　
鈴
船
取
ら
せ
　
腰
煩
み
　
そ
の
船
取
ら
せ
　
大
御
船
取
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
書
紀
歌
謡
・
五
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ

　
　
大
空
ゆ
　
通
ふ
わ
れ
す
ら
　
汝
ゆ
ゑ
に
　
天
の
河
路
を
　
な
づ
み
て
ぞ

　
　
来
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
一
〇
・
二
〇
〇
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
せ
　
ぢ

　
＠
直
に
来
ず
此
ゆ
巨
勢
道
か
ら
石
橋
踏
み
な
づ
み
ぞ
わ
が
来
し

　
　
　
　
　
す
　
ぺ

　
　
恋
ひ
て
為
方
な
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
二
二
・
三
二
五
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

　
　
降
る
雪
を
腰
に
な
づ
み
て
参
り
来
し
験
も
あ
る
か
年
の
初

　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
一
九
・
四
二
三
〇
）

　
は
海
水
の
た
め
に
舟
を
曳
く
足
が
難
渋
す
る
意
で
あ
り
、
８
＠
は
、
妻
問

い
の
途
中
で
、
夏
草
や
河
原
の
石
で
難
渋
す
る
様
を
歌
っ
た
も
の
、
　
は
雪
に

腰
を
と
ら
れ
て
難
渋
す
る
様
を
歌
っ
た
も
の
で
、
す
で
に
神
堀
忍
氏
の
次
の
よ

う
に
示
さ
れ
た
見
解
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
ナ
ヅ
ム
』
の
語
は
、
水
に
浸
る
こ
と
か
ら
発
し
て
、
人
問
の
志
向
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
動
作
を
阻
む
箇
所
で
の
苦
痛
や
苦
労
を
感
じ
る
こ
と
を
表
し
て
ゐ
る
。

　
こ
れ
ら
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
な
づ
む
」
は
腰
が
障
害
物
に
妨
げ
ら

れ
て
歩
行
が
滞
る
こ
と
を
言
う
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
後
句
の
「
大
河
原
の

植
草
、
海
が
は
　
い
さ
よ
ふ
」
の
「
い
さ
よ
ふ
」
は
前
の
「
腰
な
づ
む
」
と
同

義
語
で
は
な
い
。
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
は
こ
の
歌
の
「
い
さ
よ
ふ
」
を

「
た
め
ら
う
。
嬢
曙
す
る
。
」
の
意
と
み
て
「
雲
居
な
す
心
射
左
欲
比
其
の
鳥
の

片
恋
の
み
に
」
（
万
・
三
七
二
）
や
「
立
ち
て
居
て
た
ど
き
を
知
ら
に
む
ら
肝

　
　
い
さ
よ
ひ

の
心
不
欲
解
衣
の
思
ひ
乱
れ
て
」
（
万
・
二
〇
九
二
）
を
載
せ
て
い
る
。
土
橋

寛
先
生
も
「
イ
サ
ヨ
フ
は
思
い
の
ま
ま
に
進
ま
な
い
で
、
も
た
も
た
し
て
い
る

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
ゆ
こ
と
。
」
と
し
、
「
大
河
原
の
水
草
が
水
に
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

『
后
・
御
子
ら
』
も
、
海
水
に
は
ば
ま
れ
て
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
意
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
人
が
海
を
進
み
行
く
こ
と
の
困
難
さ
を
「
大
河
原
の
植
草
」
を

比
職
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。

「
山
の
際
に
い
さ
よ
ふ
雲
」
（
万
・
四
二
八
）
や
「
網
代
木
に
い
さ
よ
ふ
波
」

（
万
・
二
六
四
）
の
歌
の
ご
と
く
、
「
い
さ
よ
ふ
」
主
体
は
空
に
浮
か
ぶ
雲
や
、

川
の
波
や
、
海
に
浮
か
ぶ
浮
き
草
な
ど
、
空
や
水
中
を
た
ゆ
た
う
も
の
で
あ
る

は
ず
だ
。
そ
う
い
う
点
か
ら
も
こ
の
歌
で
歌
わ
れ
て
い
る
主
体
は
后
た
ち
で
あ

り
う
る
の
か
を
も
う
一
度
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
土
橋
寛
先
生
は
記
三
四
、
記
三
五
の
歌
に
対
し
て
は
い
ず
れ
も
歌
垣
の
歌
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
、
記
三
四
歌
の
「
稲
幹
に
蔓
ひ
廻
ふ
藤
葛
」
は
「
恋
の
姿
態
の
警
瞼
」
と
し

て
歌
わ
れ
た
も
の
、
記
三
五
歌
は
「
野
の
通
い
路
を
通
っ
て
女
の
も
と
に
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
ゆ

心
を
歌
っ
た
恋
歌
」
と
し
な
が
ら
も
、
記
三
六
歌
に
対
し
て
は
、
「
こ
れ
は
海

水
に
つ
か
っ
て
女
の
も
と
に
通
う
こ
と
を
歌
っ
た
恋
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

川
を
渡
っ
て
女
の
も
と
に
通
う
歌
は
『
万
葉
』
に
も
多
い
け
れ
ど
も
、
海
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

渡
る
と
い
う
点
に
や
や
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
し
、
続
い
て
、
歌
詞
の
中
の

「
海
が
は
い
さ
よ
ふ
」
の
「
は
」
に
っ
い
て
、
「
『
浅
小
竹
原
腰
泥
む
』
な
ど
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
通
い
路
の
歌
を
前
提
と
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
記
三
五
、
三
六
歌
の
歌
の
主
体
を
考
え
る
際
の
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
四
首
の
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
独
立
歌
謡
で
は
な
く
、
連
作
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

伝
承
さ
れ
歌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
最

後
の
記
三
七
歌
に
対
し
「
『
浜
つ
千
鳥
』
で
あ
る
の
に
、
浜
を
行
か
な
い
で
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
行
く
、
と
い
う
秀
句
な
い
し
ナ
ゾ
」
と
い
う
解
釈
を
試
み
ら
れ
、
こ
れ
も
野

中
・
古
市
の
歌
垣
の
歌
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
歌
の
「
浜
よ
は
行
か

ず
磯
伝
ふ
」
の
句
に
っ
い
て
、
こ
の
句
が
、
「
こ
の
歌
を
霊
魂
鳥
を
追
う
物
語

歌
へ
の
転
用
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
前
文
の
『
八
尋
白
智
鳥
』
と
い

う
不
可
解
な
語
も
、
霊
魂
鳥
と
し
て
の
，
白
鳥
』
と
こ
の
，
浜
つ
千
鳥
』
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

習
合
し
た
造
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
歌
も
所
伝
と
歌
詞
の
間
に
微
妙
な
ズ
レ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
み
た
よ
う
に
物
語
と
歌
詞
と
の
問
に
み
ら
れ
る
矛
盾
と
い
う
視
点
か
ら
考

え
る
と
、
た
し
か
に
四
首
は
独
立
歌
謡
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
四

首
は
バ
ラ
バ
ラ
の
個
別
の
歌
で
は
な
く
内
容
に
お
い
て
連
続
し
て
い
る
と
考
え

た
方
が
よ
い
。
ど
の
よ
う
に
連
続
し
て
い
る
の
か
は
、
発
想
や
形
式
面
に
お
い

て
も
、
連
続
性
や
一
貫
性
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
神
野
志
隆
光
氏
が
四
首
に
共
通

し
た
モ
チ
ー
フ
「
行
き
な
づ
む
」
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
た
の
を
受
け
、
さ
ら
に

居
駒
永
幸
氏
が
四
首
に
共
通
し
た
表
現
形
式
と
し
て
「
場
所
十
な
づ
む
」
を
提

示
し
、
四
首
に
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
「
な
づ
き
の
田
」
「
浅
小
竹
原
」
「
海
処
」

「
磯
」
が
そ
れ
ぞ
れ
境
界
の
場
所
で
あ
り
、
「
人
々
は
う
た
に
よ
っ
て
死
者
が
他

界
へ
去
る
こ
と
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
お
そ
ら
く
、
死
者
の
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

魂
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
の
は
卓
見
と
い
え
よ
う
。

こ
の
歌
を
考
え
る
と
き
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
南
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
マ
ン
ガ
イ
ア
の
曾
長
の
甥
ヴ
ェ
ラ
が
死
ん
だ
時
の
葬
式
の
歌
は
、

「
大
御
葬
歌
」
の
歌
の
本
質
を
さ
ぐ
る
う
え
で
参
考
に
な
る
。

　
　
（
独
吟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
さ
い

　
　
聞
え
る
か
ヴ
ェ
ラ
、
潮
騒
の
音
が
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
た

　
　
あ
の
小
さ
な
パ
ン
グ
ヌ
ス
の
木
の
彼
方
の
、

　
　
大
岩
の
上
で
飛
び
散
る
波
の
音
だ
ー

　
　
さ
あ
、
お
別
れ
の
時
が
来
た
！

　
　
…
中
略
…

　
　
（
独
吟
）

　
　
お
ま
え
の
足
は
、
お
お
ヴ
ェ
ラ
、

　
　
お
い
し
げ
る
蔓
草
に
か
ら
ま
れ
た
。

　
　
お
ま
え
、
精
霊
の
国
に
は
い
る
用
意
は
い
い
か
？

　
　
（
独
吟
）
　
た
ざ

　
　
泡
だ
ち
沸
る
海
原
を
こ
え
て
、

　
　
（
合
唱
）

　
　
行
こ
う
と
す
る
の
か
？

　
　
う
つ
そ
み

　
　
現
身
の
な
い
精
霊
の
お
気
に
入
り
の
場
所
、

　
　
パ
ン
グ
ヌ
ス
の
林
の
問
を
縫
っ
て
、

　
　
（
独
吟
）

　
　
平
ら
な
入
り
江
は
潮
に
洗
わ
れ
、

　
　
コ
オ
ロ
ギ
も
鳴
い
て
、
お
ま
え
が
通
る

　
　
　
　
　
し
げ
み
　
　
こ
み
ち

　
　
磯
べ
の
叢
林
の
径
を
案
内
す
る
。

　
　
死
者
の
精
霊
の
さ
迷
う
径
だ
。



　
　
お
お
ヴ
ェ
ラ
、
ひ
る
が
え
る
髪
を
洗
え
！
－

　
　
あ
あ
朝
の
光
よ
、
お
れ
に
新
し
い
生
命
を
く
れ
！

　
　
さ
あ
、
お
ま
え
た
ち
友
だ
ち
よ
、
お
別
れ
の
時
が
来
た
！

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
…
以
下
省
略
…

　
こ
の
歌
の
中
で
「
蔓
草
」
は
死
者
の
足
に
か
ら
ま
り
つ
い
て
、
精
霊
の
国
に

入
る
準
備
が
で
き
て
い
る
の
か
と
、
死
者
を
送
る
者
た
ち
が
思
い
や
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
大
御
葬
の
歌
」
の
第
一
首
目
の
記
三
四
の
歌
謡
を
考
え
る
時
に
一
つ

の
暗
示
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
土
橋
寛
先
生
は
「
ヴ
ェ
ラ
の
霊
や
彼
に
率
い
ら
れ
た
亡
霊
た
ち
が
あ
の
世
に

旅
立
つ
に
際
し
て
、
岩
道
で
足
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
蔓
草
に
足
を
か
ら
ま
れ

た
り
す
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
も
（
浜
野
修
『
南
方
原
住
民
の
歌
謡
』
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

頁
）
、
葬
式
に
参
加
す
る
者
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ

た
が
、
私
は
こ
の
「
大
御
葬
の
歌
」
の
四
首
の
歌
は
、
葬
列
に
参
加
す
る
者
の

姿
で
は
な
く
、
死
者
の
霊
が
、
田
や
浅
篠
原
や
海
や
磯
な
ど
の
境
界
の
地
で
、

蔓
草
に
足
を
か
ら
ま
れ
た
り
、
傷
っ
い
た
り
難
渋
し
な
が
ら
も
、
あ
の
世
に
他

界
し
て
ゆ
く
姿
を
歌
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
し
た
が
っ
て
記
三
四
の
歌
謡
は
、

残
さ
れ
た
者
の
、
死
者
の
霊
の
歩
行
を
阻
む
も
の
へ
の
よ
び
か
け
、
と
い
う
よ

り
、
死
者
を
思
い
や
る
心
情
表
現
と
も
よ
み
と
れ
る
。

　
内
田
賢
徳
氏
は
、
大
御
葬
歌
四
首
が
喪
葬
の
意
味
を
も
つ
の
は
、
「
コ
這
ひ
も

と
ほ
る
』
『
な
づ
む
』
な
ど
の
語
が
磧
や
葬
送
の
動
作
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

こ
と
以
前
に
、
こ
こ
に
は
鳥
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

＠
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
白
鳥
の
飛
び
去
る
姿
に
魂
の
他
界
を
見
、
や
が
て
再
び

訪
れ
る
こ
と
を
期
し
つ
つ
そ
の
後
を
追
う
こ
と
、
そ
の
意
味
は
大
御
葬
に
歌
う

と
い
う
そ
の
歌
に
伏
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
『
記
』
は
そ
れ
を
定
位
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
悲
劇
を
語
り
終
え
る
」
と
大
御
葬
歌
と
鳥
と
の
か
か
わ
り
を

指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
氏
は
記
三
四
歌
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
田
の
稲
幹
に
這
ひ
廻
ろ
ふ
摩
葛
」
に
は
、
或
る
情
緒
が
同
一
視
さ
れ
て

　
　
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
か
定
か
で
な
い
。
歌
詞
が
意
味

　
　
し
て
い
る
筈
の
「
摩
葛
」
の
状
況
す
ら
明
確
で
な
い
。
稲
幹
は
ま
だ
刈
ら

　
　
れ
る
前
で
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
田
の
中
を
人
が
這
う
の
な
ら
、
も
う
稲
は

　
　
な
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
季
節
は
白
鳥
が
飛
来
す
る
の
だ
か
ら
、
冬

　
　
を
迎
え
て
い
よ
う
、
薙
葛
は
も
う
枯
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
等
々
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
歌
詞
自
身
そ
の
意
味
す
る
状
況
を
定
め
難
い
。

　
稲
幹
は
お
そ
ら
く
稲
の
実
を
っ
け
た
秋
の
終
わ
り
の
こ
ろ
の
稲
幹
で
、
そ
れ

に
蘇
葛
が
ま
と
わ
り
っ
い
て
い
る
。
蘇
は
「
ま
だ
葉
の
あ
る
う
ち
に
見
当
を
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

け
て
お
い
て
、
冬
に
入
っ
て
か
ら
蔓
を
辿
っ
て
根
茎
を
採
掘
す
る
」
か
ら
、
秋

に
は
ま
だ
蔓
は
葉
を
っ
け
て
稲
の
茎
に
ま
き
っ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
穂
の
刈
り
取
ら
れ
た
あ
と
の
落
ち
穂
な
ど
を
っ
い
ば
ん
で
い
る
「
千
鳥
」
の

足
に
か
ら
ま
り
っ
い
た
、
稲
幹
に
ま
き
つ
い
て
い
る
野
老
葛
を
詠
嘆
的
に
歌
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
葛
に
死
者
の
霊
で
あ
る
「
浜
つ
千
鳥
」
の
足
が

ひ
っ
か
か
り
歩
行
を
阻
ま
れ
た
と
読
み
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
次
の
記
三
五
歌
の
「
空
は
行
か
ず
足
よ
行
く
な
」
に
つ
い
て
は
、

「
『
千
鳥
』
な
ら
ば
当
然
空
を
飛
べ
る
は
ず
な
の
に
、
今
は
こ
の
浅
小
竹
原
を
、

空
は
飛
ん
で
行
か
ず
、
地
上
を
足
を
曳
き
ず
り
な
が
ら
難
渋
し
て
歩
い
て
行
く

よ
」
と
い
う
意
に
解
釈
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
コ
チ
ド
リ
な
ど
チ
ド
リ
の
類

は
繁
殖
期
に
、
両
翼
を
左
右
に
広
げ
、
地
上
を
引
き
ず
り
歩
い
て
傷
っ
い
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

う
な
動
作
の
擬
傷
を
行
な
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
そ
う
い
う
様
子
を
「
腰
な

づ
む
」
と
歌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
記
三
六
の
歌
謡
で
「
海
が
行
け
ば
　
腰
な

づ
む
」
も
海
の
上
を
た
だ
よ
い
な
が
ら
浮
か
ん
で
い
る
「
浜
つ
千
鳥
」
の
行
き

難
い
様
子
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
死
者
の
霊
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
（
霊
の
棲
み
処
）
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
や
っ
と
他
界
へ
飛
翔
す
る
所
ま
で

難
渋
し
な
が
ら
た
ど
り
っ
い
た
所
が
、
記
三
七
の
歌
謡
の
「
浜
よ
は
行
か
ず

磯
伝
ふ
」
の
「
磯
」
で
あ
ろ
う
。
は
か
ら
ず
も
、
内
田
賢
徳
氏
が
「
鳥
、
特
に

冬
の
渡
り
鳥
こ
そ
は
長
く
永
遠
の
時
問
の
中
で
再
生
の
証
で
あ
っ
た
。
穀
霊
は

渡
来
す
る
鳥
に
象
徴
的
に
宿
り
つ
つ
再
生
の
春
を
待
つ
。
死
者
の
霊
も
ま
た
そ

う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
或
い
は
死
者
の
霊
は
鳥
に
宿
り
、
は
る
か
な
旅
に
向
か

　
　
ゆ

う
の
か
。
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
ら
と
重
な
っ
て
く
る
。
死
者
の
霊
は
そ
れ
を
送

る
生
き
る
者
た
ち
に
と
っ
て
、
再
生
を
期
し
て
見
送
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
死
者
の
霊
を
「
な
づ
き
の
田
」
（
難
解
な
語
で
、
こ
れ
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
が
、
こ
こ
で
は
「
か
た
わ
ら
の
田
」
に

従
っ
て
お
く
）
、
「
浅
小
竹
原
」
「
海
」
「
磯
」
と
傷
っ
き
、
難
渋
し
な
が
ら
も
行

き
な
ず
む
霊
魂
を
、
こ
こ
で
は
歌
で
幻
想
的
に
見
と
ど
け
る
こ
と
で
鎮
魂
の
意

味
を
持
ち
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

３

　
さ
て
「
浜
つ
千
鳥
」
が
「
大
御
葬
歌
」
に
歌
わ
れ
た
の
に
は
、
古
代
の
あ
る

段
階
で
「
千
鳥
」
を
喪
葬
儀
礼
の
場
で
歌
う
必
然
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
古
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
弥
生

時
代
の
遺
跡
の
中
に
、
鳥
杵
に
っ
け
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
鳥
形
木
製
品

が
、
大
阪
府
池
上
遺
跡
（
和
泉
市
）
、
山
賀
遺
跡
（
八
尾
市
）
、
京
都
市
深
草
遺

跡
、
松
江
市
西
川
津
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
金
関
恕
氏
は
、
こ
れ
ら

の
鳥
形
木
製
品
が
弥
生
の
各
邑
落
で
も
銅
鐸
と
と
も
に
祭
場
で
用
い
ら
れ
て
い

　
　
　
　
ゆ

た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
祭
場
の
源
流
を
馬
韓
の
蘇
塗
に
求
め
て
い
る
。

弥
生
時
代
の
遺
物
と
し
て
出
土
し
て
い
る
烏
形
木
製
品
に
つ
づ
い
て
古
墳
時
代

の
出
土
品
の
中
か
ら
も
鳥
に
関
す
る
遺
物
は
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
奈

良
県
桓
原
市
四
条
町
の
四
条
古
墳
な
ど
か
ら
発
掘
さ
れ
た
多
彩
な
木
製
品
の
中

に
鳥
形
木
製
品
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
古
墳
か

ら
出
土
し
て
い
る
鳥
形
木
製
品
に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
、

鳥
が
翼
を
用
い
て
飛
ん
で
い
る
姿
を
平
面
的
に
模
し
た
大
型
の
も
の
で
、
鳥
の



頭
、
胴
体
、
尾
を
三
つ
の
膨
ら
み
で
表
現
し
、
胴
体
部
分
に
翼
を
組
み
合
せ
る

溝
が
あ
る
も
の
（
奈
良
県
石
見
遺
跡
、
同
四
条
古
墳
等
）
と
、
も
う
一
種
類
は
、

翼
を
広
げ
な
い
姿
を
横
向
き
に
し
た
小
型
の
も
の
（
滋
賀
県
狐
塚
法
勝
寺
古
墳
、

四
条
古
墳
）
で
、
前
者
の
鳥
形
は
、
胴
部
の
方
形
の
孔
を
有
し
て
お
り
、
柱
の

上
に
板
の
羽
を
っ
け
て
飾
ら
れ
た
も
の
（
鳥
桿
）
と
考
え
ら
れ
、
後
者
の
鳥
形

は
二
脚
の
門
（
鳥
居
）
な
ど
の
上
の
横
木
に
と
り
っ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

　
＠
い
る
。
こ
れ
に
っ
い
て
寺
川
真
知
夫
氏
は
大
御
葬
歌
と
関
連
づ
け
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
四
条
古
墳
出
土
の
鳥
型
木
製
晶
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
葬
送
の
列
に

　
　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
烏
形
を
捧
げ
る
者
が
参
加
し
、
そ
れ
は
最
終
的
に
古

　
　
墳
に
設
け
ら
れ
た
鳥
居
状
の
も
の
に
据
え
付
け
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
の

　
　
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
に
み
て
き
た
後
の
三
首
の

　
　
歌
謡
は
、
葬
列
に
加
わ
っ
て
い
る
霊
魂
を
象
徴
す
る
鳥
型
木
製
品
、
特
に

　
　
大
型
の
鳥
形
を
追
跡
す
る
所
作
に
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

　
　
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
中
略
）
こ
れ
ら
の
歌
が
天
皇
の
大
御
葬
に

　
　
歌
わ
れ
る
歌
謡
と
さ
れ
た
以
上
、
や
は
り
葬
儀
に
関
わ
っ
て
伝
承
さ
れ
て

　
　
き
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
古
く
は
周
溝
と
葺
石
を

　
　
持
つ
古
墳
の
作
ら
れ
た
時
代
に
霊
魂
鳥
と
し
て
の
鳥
型
木
製
品
の
、
葬
列

　
　
へ
の
参
加
と
か
か
わ
り
つ
つ
形
成
さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
て
み
た
い

　
　
　
　
　
ゆ

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

寺
川
氏
の
説
は
興
味
深
く
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
氏
の
い
わ
れ
る
古
墳

の
作
ら
れ
た
時
代
に
形
成
さ
れ
た
歌
と
い
う
こ
と
が
ら
に
関
し
て
は
異
論
は
な

い
が
、
記
三
五
－
記
三
七
の
歌
謡
の
み
を
記
三
四
の
歌
謡
と
切
り
離
し
て
、
葬

列
に
加
わ
っ
て
い
る
霊
魂
を
象
徴
す
る
大
型
の
鳥
形
を
追
跡
す
る
所
作
に
か
か

わ
っ
て
歌
わ
れ
た
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
異
議
を
唱
え
た
い
。
鳥
形
木
製
品

の
遺
物
に
よ
っ
て
、
葬
送
の
列
に
そ
れ
ら
を
捧
げ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
「
大
御
葬
歌
」
と
し
て
一
っ
づ
き
の
流
れ
を
も
っ
四
首
の
中

か
ら
記
三
四
の
み
積
宮
の
葡
目
儀
礼
に
用
い
た
歌
謡
と
し
て
切
り
離
す
こ
と
に

疑
問
を
感
ず
る
。

　
古
墳
と
鳥
霊
信
仰
と
の
か
か
わ
り
は
、
各
種
の
鳥
形
木
製
品
の
他
に
、
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
表
面
に
置
か
れ
た
水
鳥
形
埴
輪
や
鳥
形
土
製
品
や
、
石
室
内
に
供
献
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
各
種
の
鳥
形
土
器
の
み
な
ら
ず
、
石
室
内
に
描
か
れ
た
鳥
の

ゆ
絵
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
古
墳
に
お
け
る
鳥
の
遺
物
等
か
ら
も
、
古
墳
時
代
に
お
け
る
喪

葬
儀
礼
に
鳥
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
に
っ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

弥
生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
以
降
と
考
え
る
説
が
あ
る
。
古
代
日
本
に
隣
接

す
る
周
辺
地
域
の
烏
霊
信
仰
が
喪
葬
儀
礼
と
習
合
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

平
林
章
仁
氏
は
伽
那
地
方
を
中
心
に
出
土
し
て
い
る
三
国
時
代
の
鳥
形
や
船
形

な
ど
の
土
器
が
葬
儀
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
あ
と
に
、
『
三
国
志
』
魏

書
弁
辰
伝
を
紹
介
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
　
同
書
に
倭
の
習
俗
に
近
い
と
記
さ
れ
た
朝
鮮
南
端
の
弁
辰
の
地
で
は
、
三

　
　
世
紀
頃
に
死
者
の
霊
魂
を
天
上
に
飛
翔
さ
せ
る
目
的
で
喪
葬
に
大
鳥
の
羽

　
　
根
を
用
い
る
習
俗
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
今
日
も
朝
鮮
南
部
で

　
　
は
棺
蓋
に
多
数
の
鳥
を
飾
り
に
っ
け
る
と
い
う
。
（
中
略
）
北
ア
ジ
ア
内

　
　
陸
部
の
ヤ
ク
ー
ト
地
方
で
は
死
亡
し
た
シ
ャ
マ
ン
の
休
憩
所
に
鳥
杵
を
立

　
　
て
、
ツ
ン
グ
ー
ス
の
シ
ャ
マ
ン
の
棺
に
は
数
個
の
鳥
形
を
っ
け
、
鳥
は
死

　
　
者
の
霊
の
容
器
で
も
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
な
ど
、
死
者
と
鳥
の
結
び
っ
き

　
　
は
広
い
。
日
本
で
も
、
す
で
に
弥
生
時
代
に
鳥
霊
信
仰
に
も
と
づ
く
喪
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
儀
礼
の
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
考
古
学
上
の
知
見
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

と
し
て
烏
の
副
葬
例
や
、
墓
に
供
献
さ
れ
た
鳥
形
土
製
品
の
出
土
例
を
示
し
て

い
る
。

　
古
墳
時
代
に
先
立
っ
て
す
で
に
我
が
国
に
お
い
て
も
、
弥
生
時
代
に
は
喪
葬

儀
礼
が
鳥
と
か
か
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
「
大
御

葬
歌
」
は
こ
の
よ
う
な
弥
生
時
代
か
ら
の
鳥
霊
信
仰
の
観
念
の
基
盤
の
上
に
成

り
立
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。
先
に
み
た
ご
と
く
、
今
日
で
も
朝
鮮
南
部
で
行
な

わ
れ
て
い
る
と
い
う
、
棺
蓋
に
多
数
の
鳥
を
飾
り
っ
け
る
習
俗
に
酷
似
し
た
習

俗
は
我
が
国
に
も
見
ら
れ
る
。
香
川
県
高
松
市
の
正
北
約
七
キ
ロ
に
位
置
す
る

男
木
島
の
葬
送
習
俗
と
し
て
、
ユ
カ
ン
が
済
ん
だ
後
で
棺
の
上
の
死
人
の
頭
の

と
こ
ろ
へ
芋
か
大
根
で
こ
し
ら
え
た
っ
ば
め
を
置
く
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
死

者
が
迷
う
こ
と
な
く
真
直
ぐ
に
冥
土
へ
飛
び
行
く
よ
う
に
と
行
な
わ
れ
る
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
ゆ

と
い
う
。
そ
の
他
に
も
、
八
重
山
諸
島
の
葬
儀
に
「
マ
ッ
タ
ー
レ
ー
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鳥
形
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
習
俗
が
存
在
し
た
り
、
人
が
死
ん
だ
時
に
棺
蓋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

四
方
の
蕨
手
に
燕
の
形
を
挿
す
と
い
う
習
俗
が
日
本
各
地
に
残
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
燕
の
形
を
用
い
て
い
る
の
は
、
す
で
に
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
渡
り
鳥
で
あ
る
燕
の
回
帰
性
と
、
飛
翔
速
力
の
早
さ
と

が
、
葬
儀
に
際
し
て
要
求
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
古
代
の
日
本
の
喪
葬
儀
礼
が
鳥
と
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
考
古
学
や
習
俗
の
面
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
も
大
御
葬
歌
の
「
浜
つ
千
鳥
」
は
海
を
渡
っ
て
飛
翔
し
て
い
く
渡
り
鳥

と
し
て
の
「
千
鳥
」
で
あ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
浜
辺
に
い
る
の
で
は
な
く
、
磯

伝
い
に
飛
び
去
っ
て
他
界
へ
旅
立
つ
こ
と
を
歌
に
託
し
た
の
で
あ
る
。
古
墳
の

被
葬
者
で
あ
る
天
皇
の
霊
魂
が
、
古
墳
と
い
う
仮
の
住
ま
い
か
ら
さ
ま
よ
い
な

が
ら
も
、
最
後
に
は
自
由
に
は
ば
た
い
て
飛
翔
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
歌

わ
れ
た
の
が
「
大
御
葬
歌
」
の
本
質
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
古
墳
時
代
の
あ
る
時
期
、
詳
細
は
後
に
触
れ
る
が
、
六
世
紀
前

半
以
前
に
す
で
に
「
大
御
葬
歌
」
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
が
、

天
皇
な
ら
誰
に
で
も
奏
さ
れ
る
と
い
う
葬
歌
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
場
合
、
死
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
誰
で
も
が
同
じ
死
を
死
ぬ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
後
世
の
挽
歌
な
ど
の
よ
う
な
一
回
き
り
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
を
悼

む
悲
哀
の
折
情
性
は
こ
れ
ら
の
歌
に
は
う
か
が
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が



そ
れ
ら
が
倭
健
命
の
白
烏
飛
翔
物
語
と
し
て
再
構
成
し
直
さ
れ
た
時
に
、

哀
傷
性
が
み
ご
と
に
花
開
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

４

そ
の

　
前
述
し
た
よ
う
な
、
鎮
魂
の
意
味
を
担
い
な
が
ら
独
立
歌
謡
と
し
て
歌
わ
れ

た
「
大
御
葬
歌
」
の
伝
承
者
、
及
び
成
立
時
期
に
っ
い
て
考
察
を
加
え
る
と
同

時
に
、
ま
た
歌
謡
が
『
古
事
記
』
の
白
鳥
飛
翔
説
話
と
し
て
説
話
の
中
に
組
み

込
ま
れ
た
時
期
や
そ
の
説
話
の
形
成
に
関
わ
っ
た
述
作
者
に
つ
い
て
も
考
察
し

て
み
た
い
。

　
古
代
喪
葬
儀
礼
史
の
観
点
か
ら
、
古
代
日
本
に
お
い
て
葬
歌
の
伝
統
が
な
か

っ
た
と
い
う
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
土
橋
寛
先
生
は
、
「
宮
廷
の
制
度
、
儀
礼

の
整
備
と
い
う
点
で
重
要
な
時
期
を
画
し
て
い
る
の
は
推
古
朝
で
、
そ
れ
は
大

陸
文
化
の
採
用
と
い
う
点
で
な
さ
れ
た
。
天
皇
の
大
葬
を
歌
う
こ
と
が
始
ま
っ

た
と
す
れ
ば
お
そ
ら
く
推
古
朝
以
後
の
時
期
に
、
大
陸
の
葬
礼
に
な
ら
っ
て
創

始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
「
歌
垣
の
歌
の
物
語
化
に
よ
る
后
・
御

子
た
ち
の
悲
歌
の
再
創
造
は
、
文
学
的
興
味
か
ら
で
は
な
く
、
天
皇
葬
歌
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

要
か
ら
、
そ
の
起
源
説
話
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
説
か
れ
る
。

し
た
が
っ
て
土
橋
寛
先
生
は
、
天
皇
葬
歌
の
創
始
者
が
霊
魂
鳥
追
跡
物
語
の
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

作
者
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
「
お
そ
ら
く
土
師
氏
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
倭
健
命
の
白
鳥
陵
を
含
む
河
内
の
古
市
は
、
応
神
天
皇
陵
古
墳
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

た
古
市
古
墳
群
の
所
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
土
師
氏
の
本
貫
地
の
一
つ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

こ
と
は
す
で
に
直
木
孝
次
郎
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
土
師
氏
は

本
来
は
、
古
墳
の
設
計
や
築
造
を
担
当
し
、
墳
丘
の
ま
わ
り
に
立
て
並
べ
る
埴

輪
・
土
師
器
の
製
作
に
従
事
し
た
氏
族
で
、
の
ち
、
そ
の
職
掌
が
分
化
し
て
、

軍
事
・
外
交
面
な
ど
に
も
活
躍
す
る
が
、
と
り
わ
け
喪
葬
儀
礼
に
関
与
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
倭
健
命
の
白
鳥
飛
翔
伝
説

の
成
立
を
考
え
る
際
に
、
伝
説
の
中
に
河
内
国
志
幾
あ
る
い
は
古
市
の
地
名
が

記
さ
れ
た
こ
と
を
、
『
延
喜
式
』
「
諸
陵
寮
」
陵
墓
条
か
ら
、
前
川
明
久
は
次
の

よ
う
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

白
鳥
と
化
し
た
タ
ケ
ル
の
霊
魂
が
河
内
国
志
紀
ま
た
は
旧
市
邑
に
留
ま
っ

た
と
い
う
白
鳥
伝
説
は
、
河
内
国
志
紀
、
古
市
の
地
が
大
和
の
奥
津
城
と

み
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
付
近
に
天
皇
の
陵
墓
が
築
造
さ
れ
、
と
り
わ
け
旧

辞
が
成
立
す
る
時
期
で
あ
っ
た
六
世
紀
前
半
に
近
い
雄
略
・
清
寧
・
仁
賢

の
各
朝
や
成
立
期
に
あ
っ
た
安
閑
朝
の
事
実
が
反
映
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
右
の
時
代
や
そ
れ
以
前
に
お
け
る
宮
廷
葬

礼
の
伝
説
や
慣
習
を
大
和
朝
廷
の
タ
ケ
ル
伝
説
の
創
作
者
が
知
っ
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
天
皇
の
喪
葬
が
河
内
国
志
紀
・
古
市
で
行
わ
れ
て

い
た
事
実
が
大
和
朝
廷
の
タ
ケ
ル
伝
説
創
作
者
の
意
識
に
な
け
れ
ば
タ
ケ

ル
の
終
末
を
記
す
白
鳥
伝
説
の
中
に
あ
え
て
河
内
国
志
紀
あ
る
い
は
古
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
地
名
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

と
し
、
さ
ら
に
「
死
後
白
鳥
と
化
し
彼
の
霊
魂
が
飛
翔
す
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
白

鳥
伝
説
の
成
立
時
期
は
、
陵
墓
が
河
内
国
志
紀
・
古
市
に
最
後
に
築
造
さ
れ
被

葬
さ
れ
た
安
閑
天
皇
の
死
後
、
欽
明
朝
に
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
（
白
鳥
陵

の
築
造
も
ほ
ぽ
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
）
、
あ
わ
せ
て
『
古
事
記
』
に
み
え
る
四
首

の
歌
謡
に
つ
い
て
『
是
四
歌
者
。
皆
歌
二
其
御
葬
一
也
。
故
至
レ
今
其
歌
者
。

歌
二
天
皇
大
葬
一
也
。
』
と
注
し
て
い
る
「
今
」
は
タ
ケ
ル
白
鳥
伝
説
の
創
作
さ

れ
た
欽
明
朝
の
頃
す
な
わ
ち
六
世
紀
前
半
を
さ
し
、
こ
の
頃
天
皇
の
儀
礼
歌
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
て
定
着
し
た
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。

　
他
に
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
喪
葬
の
こ
と
に
関
与
し
た
土
師
氏
が
白

鳥
飛
翔
説
話
形
成
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
べ

　
　
　
　
ゆ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
古
代
の
喪
葬
儀
礼
に
お
い
て
鎮
魂
の
こ
と
に
従
事
し
、

後
に
そ
の
職
掌
を
土
師
氏
と
交
替
し
、
も
し
く
は
そ
の
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
遊
部
の
存
在
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

積
宮
に
奉
仕
す
る
遊
部
の
職
掌
に
は
歌
舞
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。　

遊
部
に
つ
い
て
詳
述
す
る
の
は
「
令
集
解
』
で
あ
る
が
、
そ
の
職
掌
に
つ
い

て
は
不
透
明
な
要
素
が
多
い
。
そ
の
中
で
「
遊
部
隔
幽
顕
境
鎮
凶
痛
魂
之
氏

ゆ
也
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
磧
宮
に
お
け
る
鎮
魂
の
所
作
に
従
事
す
る
こ
と
が
そ

の
主
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
遊
部
の
「
遊
」
に
つ
い
て
具
体
的
な

手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
『
古
事
記
』
の
天
若
日
子
の
死
の
記
述
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
蹟
宮
の
所
作
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

　
　
於
レ
是
在
レ
天
、
天
若
日
子
之
父
、
天
津
國
玉
神
、
及
其
妻
子
聞
而
、
降

　
　
來
突
悲
、
乃
於
二
其
慶
一
作
二
喪
屋
一
而
、
河
鷹
爲
二
碓
女
一
岐
佐
理
持
一

　
　
一
自
レ
岐
下
三
字
以
レ
音
。
一
鷺
爲
二
掃
持
一
翠
鳥
爲
二
御
食
人
一
雀
爲
二
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
爲
二
突
女
一
如
レ
此
行
定
而
、
日
八
日
夜
八
夜
遊
也
。

右
は
「
喪
屋
」
即
ち
頼
宮
に
お
け
る
呪
術
的
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、

そ
の
呪
術
（
遊
び
）
の
一
部
が
女
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
さ
ら
に
、
河
臆
、
鷺
、
翠
鳥
、
雀
、
薙
な
ど
、
掌
に
当
た
る
も
の
が
す

べ
て
鳥
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
鳥
と
霊
魂
と
の
深
い
結
び
っ
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
日
八
日
夜
八
夜
を
遊
び
き
」
に
っ
い
て
は
、
「
ア
ソ
ビ
は
歌
舞
音
楽
を
奏
す

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

る
こ
と
」
、
「
死
者
の
魂
を
呼
び
戻
す
た
め
の
歌
舞
音
曲
を
す
る
こ
と
」
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
磧
宮
の
呪
術
的
所
作
の
一
環
と
し
て
、
歌
舞
が
付
随
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
表
現
が
「
而
八
日
八

　
　
　
　
　
＠

日
夜
晴
突
悲
歌
」
と
あ
る
こ
と
は
、
，
古
事
記
』
よ
り
も
明
確
に
歌
謡
の
存
在

を
示
唆
す
る
。
『
令
集
解
』
が
記
す
「
但
此
条
遊
部
謂
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類

　
　
　
　
＠

是
」
の
注
も
、
遊
部
の
関
与
す
る
歌
舞
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
遊
部
の
管
掌
す
る
呪
術
の
周
辺
に
は
、
鎮
魂
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

か
か
わ
る
歌
謡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
大
御
葬
歌
」

の
前
身
と
し
て
遊
部
の
鎮
魂
の
歌
謡
を
想
定
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。



　
「
蹟
」
の
次
元
で
歌
わ
れ
た
歌
謡
が
「
葬
」
の
場
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
の
背

景
に
は
、
陵
墓
造
営
等
に
も
従
事
す
る
土
師
氏
の
関
与
を
見
て
お
き
た
い
。
土

師
氏
が
天
皇
及
び
皇
室
の
喪
葬
に
従
事
し
た
こ
と
は
、
「
是
土
部
連
等
主
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

喪
葬
之
縁
也
」
（
垂
仁
紀
三
二
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
百
本
書
紀
』
に
散
見

　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

す
る
。
『
喪
葬
令
』
に
も
「
三
位
以
上
皇
親
。
皆
土
部
示
礼
制
。
」
と
あ
る
。
そ

れ
ら
は
、
遊
部
に
関
す
る
記
事
と
同
様
に
、
積
（
モ
ガ
リ
）
の
次
元
に
集
約
さ

れ
る
傾
向
を
も
示
し
て
い
る
が
、
先
述
し
た
職
掌
か
ら
す
れ
ば
、
土
師
氏
は
よ

り
広
く
喪
葬
儀
礼
一
般
に
関
与
し
、
こ
れ
を
統
括
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「
積
」
と
「
葬
」
の
区
別
が
薄
ら
い
で
き
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
土
師
氏
に

よ
っ
て
白
鳥
飛
翔
説
話
が
構
成
さ
れ
た
段
階
、
な
い
し
は
『
古
事
記
』
の
編
集

段
階
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
葬
送
の
歌
謡
と
し
て
解
釈
し
直
さ
れ
る
可
能
性
は

考
え
う
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
微
妙
な
姐
蝿
は
、
あ
る
い

は
鎮
魂
の
歌
謡
た
る
「
原
ミ
ハ
フ
リ
歌
謡
」
が
す
で
に
天
皇
の
「
大
御
葬
歌
」

と
し
て
定
着
し
て
い
る
段
階
に
お
い
て
、
改
め
て
倭
健
命
の
葬
送
の
場
に
還
元

さ
れ
る
と
い
う
起
源
説
明
と
し
て
の
組
み
替
え
の
過
程
に
生
じ
た
齪
鯖
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
前
述
の
天
若
日
子
の
死
の
条
を
倭
健
命
の
死
の
条
と
比
較
す
る
と
、

「
喪
屋
」
に
お
け
る
の
と
「
喪
葬
」
に
お
け
る
の
と
の
場
面
の
差
異
は
あ
る
も

の
の
、
死
者
の
親
族
が
他
国
に
お
け
る
者
の
死
に
駆
け
っ
け
て
何
が
し
か
の
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

礼
に
立
ち
会
う
と
い
う
点
で
は
、
極
め
て
類
似
し
た
構
成
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
す
で
に
１
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
古
事
記
』
の
記
す
倭
健
命
の

喪
葬
の
場
面
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

死
者
に
近
し
い
親
族
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
相
対
的
に

は
私
的
な
関
係
を
通
し
て
の
儀
礼
の
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
そ
こ
に
は
、

喪
葬
儀
礼
の
中
の
私
的
要
素
、
親
族
関
係
に
お
け
る
儀
礼
表
現
に
焦
点
を
当
て

て
い
る
『
古
事
記
』
の
視
点
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
喪
葬
儀
礼
全
般
の
中
に
お
け
る
歌
舞
の
位
置
づ
け
や
、
そ
れ
ら
を
担
っ
て
き

た
氏
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
今
は
、

そ
れ
に
っ
い
て
本
稿
な
り
の
見
通
し
を
示
す
の
み
に
と
ど
め
た
い
。

　
注
　
¢
　
倉
野
憲
司
校
注
「
日
本
古
典
文
学
大
系
　
古
事
記
－
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、

　
　
二
二
二
・
二
二
四
頁
。
一
　
一
は
割
注
を
示
す
。
以
下
、
同
様
と
す
る
。
ま
た
、
以

　
　
下
、
『
古
事
記
』
本
文
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

　
　
　
土
橋
寛
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
古
代
歌
謡
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、

　
　
五
八
－
五
九
頁
。

　
　
　
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
日

　
　
本
書
紀
－
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
上
巻
三
一
一
頁
。
以
下
、
『
日
本
書
紀
』
本

　
　
文
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

　
　
　
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
　
古
事
記
編
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
五
九

　
　
頁
。

　
　
　
相
磯
貞
三
『
記
紀
歌
謡
新
解
』
厚
生
閣
、
一
九
三
九
年
、
『
記
紀
歌
謡
全
註
解
』

　
　
有
精
堂
、
一
九
六
二
年
。

　
＠
　
武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
明
治
書
院
、
一
九
五
六
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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「
大
御
葬
歌
」
試
論

　
西
郷
信
綱
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
」
，
文
学
－
一
九
六
九
年
二
月
号
、
，
古
事
記

研
究
－
未
来
社
所
収
。

　
前
掲
論
文
注
７
。

　
前
掲
論
文
注
７
。

　
前
掲
論
文
注
７
。

　
前
掲
書
主
６
、
九
九
頁
。

　
益
田
勝
実
『
日
本
詩
人
選
　
記
紀
歌
謡
」
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
三
〇
〇
頁
。

　
守
屋
俊
彦
「
倭
建
命
の
葬
送
物
語
」
「
甲
南
国
文
』
第
二
十
一
号
、
一
九
七
四
年
、

，
古
事
記
研
究
－
古
代
云
承
と
歌
謡
１
』
三
弥
井
書
店
所
収
。

　
前
掲
論
文
注
１
３
。

　
高
木
市
之
助
『
古
代
民
謡
史
論
』
一
九
三
二
年
、
『
高
木
市
之
助
全
集
』
第
一
巻
。

　
土
橋
寛
「
古
代
民
謡
解
釈
の
方
法
」
（
『
立
命
館
文
学
』
一
九
五
一
年
二
月
号
）
で

は
記
３
４
，
３
５
，
３
６
を
「
恋
の
民
謡
」
、
記
３
７
は
謎
歌
か
と
さ
れ
た
。
「
古
代
歌
謡
を
ひ

ら
く
』
大
阪
書
籍
、
一
九
八
六
年
参
照
。

　
吉
井
巖
「
倭
建
物
語
と
呪
歌
」
「
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
八
年
一
〇
月
。

　
神
堀
忍
「
歌
謡
の
転
用
　
倭
健
命
葬
歌
の
場
合
１
」
「
関
西
大
学
　
国
文
学
』
二

六
号
、
一
九
五
九
年
一
月
。

　
吾
郷
寅
之
進
「
倭
建
命
御
葬
歌
の
原
義
一
・
二
」
『
國
學
院
雑
誌
』
一
九
六
六
年

二
・
三
月
号
。

　
，
古
事
記
伝
－
「
本
居
宣
長
全
集
－
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
第
十
一
巻
、
二
九

三
頁
。

　
前
掲
書
注
４
、
一
五
一
頁
。

前
掲
論
文
注
１
９
。

　
，
礼
記
－
喪
大
記
。

　
前
掲
書
注
３
、
下
巻
二
九
四
頁
。

前
掲
書
主
４
、
一
五
三
頁
。

ゆゆゆゆゆ＠ゆゆゆゆゆゆゆゆ＠＠ゆ＠＠＠＠ 　
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
校
注

波
書
店
、
一
九
七
二
；
一
九
七
三
年
、
以
下
、

引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

　
前
掲
音
注
２
、
一
五
六
頁
。

　
前
掲
論
文
注
１
８
。

　
　
　
一
四

，
日
本
古
典
文
学
大
系
　
万
葉
集
－
岩

，
万
葉
集
』
本
文
の
訓
み
下
し
文
の

　
前
掲
書
主
４
、
一
五
七
頁
。

　
前
掲
書
注
４
、
一
五
八
頁
。

　
前
掲
書
注
４
、
一
五
二
頁
。

　
前
掲
書
主
４
、
一
五
八
頁
。

　
前
掲
書
注
４
、
一
五
八
頁
。

　
前
掲
書
主
４
、
一
五
八
頁
。

　
前
掲
書
注
４
　
一
五
九
；
六
〇
頁
。

　
前
掲
書
注
４
　
一
六
〇
頁
。

　
神
野
志
隆
光
「
『
大
御
葬
歌
』
の
場
と
成
立
－
積
宮
儀
礼
説
批
判
１
」
『
論
集
上
代

文
学
』
第
八
冊
、
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
。

　
居
駒
永
幸
「
境
界
の
場
所
（
上
）
」
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
二
四
二
号
、
一
九
九

一
年
三
月
。

　
浜
野
修
『
南
方
原
住
民
の
歌
謡
』
。
引
用
は
大
林
太
良
，
葬
送
の
起
源
』
角
川
新
書
。

　
前
掲
書
主
４
、
一
五
三
頁
。

　
内
田
賢
徳
「
記
紀
歌
謡
の
方
法
」
，
万
葉
集
研
究
』
第
十
六
集
、
塙
書
房
、
一
九

八
八
年
月
。

　
前
掲
論
文
注
４
１
。

　
前
掲
論
文
注
４
１
。

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
篇
』
「
と
こ
ろ
づ
ら
」
の
項
。

　
，
日
本
鳥
類
大
図
鑑
』
皿
、
講
談
社
、
六
七
二
頁
。

　
前
掲
論
文
注
４
１
。



＠
前
掲
書
注
４
、
一
五
〇
頁
。

＠
　
金
関
恕
「
「
ま
じ
な
い
－
と
『
う
ら
な
い
－
の
世
界
」
『
日
本
の
古
代
史
３
　
宇
宙

　
へ
の
祈
り
－
集
英
杜
、
一
九
八
六
年
、
四
二
頁
。

＠
　
高
橋
美
久
二
「
『
木
製
の
埴
輪
』
と
そ
の
起
源
」
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と

　
東
ア
ジ
ア
』
小
学
館
、
一
九
九
一
年
、
三
六
頁
工
二
八
頁
。

ゆ
寺
川
真
知
夫
「
天
皇
の
大
御
葬
に
歌
う
歌
」
『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
』

　
第
四
〇
巻
Ｗ
、
一
九
八
九
年
士
一
月
。

＠
大
阪
府
の
津
堂
城
山
古
墳
（
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
前
方
後
円
古
墳
）
京
都

　
府
の
蛭
子
山
一
号
墳
（
四
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
古
墳
）
か
ら
誉
田
御
廟
山
（
応
神

　
陵
）
古
墳
な
ど
造
出
し
や
周
濠
付
近
か
ら
の
出
土
が
多
い
。

ゆ
　
岡
山
県
金
蔵
山
古
墳
（
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
初
頭
の
前
方
後
円
古
墳
）
。

ゆ
　
福
岡
県
の
珍
敷
塚
古
墳
（
六
世
紀
後
半
）
や
鳥
船
塚
古
墳
（
六
世
紀
末
）
、
熊
本

　
県
の
弁
慶
が
穴
古
墳
（
六
世
紀
後
半
）
な
ど
の
石
室
に
は
烏
船
の
絵
が
描
か
れ
る
。

ゆ
　
金
関
恕
「
弥
生
時
代
の
祭
祀
と
稲
作
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
と
二
二
八
号
、
一

　
九
八
○
年
。

ゆ
　
平
林
章
仁
「
喪
葬
と
烏
」
『
鹿
と
烏
の
文
化
史
』
白
水
社
、
一
九
九
二
年
、
一
二

　
五
頁
－
二
エ
ハ
頁
。

ゆ
　
武
田
明
『
日
本
の
民
俗
　
香
川
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
七
一
年
、
一
六
七
頁
。

＠
宮
良
當
壮
「
八
重
山
諸
島
物
語
（
前
号
の
続
）
」
『
人
類
学
雑
誌
』
第
三
六
巻
第
四

　
－
七
号
、
一
一
九
頁
。
福
島
秋
穂
「
日
本
の
神
話
と
中
国
の
文
化
　
鳥
船
再
考
１
」

　
『
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
構
想
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
、
『
記
紀
神
話
伝
説
の
研

　
究
－
六
興
出
版
所
収
、
に
引
用
さ
れ
る
。

ゆ
福
島
前
掲
書
注
５
７
、
福
島
秋
穂
『
記
紀
神
話
伝
説
の
研
窒
に
『
石
城
郡
誌
』
や

　
佐
々
木
滋
寛
「
福
岡
市
付
近
」
（
『
旅
と
伝
説
』
第
六
年
七
月
号
）
に
紹
介
さ
れ
た
も

　
の
を
引
用
し
て
い
る
。

ゆ
　
中
山
太
郎
『
祭
礼
と
風
俗
』

「
大
御
葬
歌
」
試
論

＠
古
橋
信
孝
『
万
葉
歌
の
成
立
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
一
五
五
頁
。

＠
前
掲
書
注
４
、
一
六
一
頁
。

ゆ
前
掲
書
注
４
、
一
六
一
頁
。

ゆ
直
木
孝
次
郎
「
土
師
氏
の
研
究
」
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』
塙
書
房
、
一
九

　
六
四
年
、
三
四
頁
。

ゆ
和
田
率
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
喪
葬
儀
礼
」
『
日
本
古
代
史
講
座
９
　
東
ア
ジ
ア

　
に
お
け
る
儀
礼
と
国
家
－
学
生
社
、
一
九
八
二
年
。

＠
　
前
川
明
久
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
一
考
察
」
『
日
本
歴
史
』
一
七
二
号
、
一
九

　
六
二
隼
九
月
。

ゆ
前
掲
論
文
注
６
５
。

ゆ
新
井
喜
久
夫
「
遊
部
考
」
「
続
日
本
紀
研
究
」
一
〇
五
号
、
一
九
七
二
年
九
月
、

　
吉
井
巌
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
と
土
師
氏
」
「
続
日
本
紀
研
究
』
一
一
六
．
一
一

　
七
合
併
号
、
一
九
七
三
年
九
月
、
土
橋
寛
先
生
『
古
代
歌
謡
の
世
界
』
塙
書
房
、
一

　
九
六
八
年
、
な
ど
。

＠
新
井
前
掲
論
文
注
６
７
。
新
井
氏
は
、
六
世
紀
中
頃
に
、
土
師
氏
が
古
い
遊
部
に
代

　
わ
る
も
の
と
し
て
積
宮
の
儀
礼
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
は
積
の
観
念

　
な
い
し
儀
礼
の
整
備
（
六
世
紀
中
頃
）
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

ゆ
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
令
集
解
』
巻
四
十
「
喪
葬
令
」
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

　
二
年
、
九
六
七
頁
。

＠
前
掲
書
注
１
、
一
＝
ハ
頁
。

◎
　
「
烏
は
死
者
の
霊
を
運
ぶ
と
さ
れ
た
。
所
役
は
そ
れ
ぞ
れ
鳥
の
姿
や
動
作
に
対
応

　
さ
せ
て
い
る
」
西
宮
一
民
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
古
事
記
』
新
潮
杜
、
一
九

　
七
九
年
、
八
一
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
関
し
て
は
松
前
健
先
生
の
著
書
『
日
本
神
話
の

　
新
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
、
一
八
二
頁
－
一
八
三
頁
で
も
、
鳥
が
葬
礼
に
出

　
て
来
て
諸
役
を
演
ず
る
銘
々
の
受
け
持
つ
役
割
は
、
上
代
の
風
俗
だ
と
指
摘
さ
れ
て

　
い
る
。
さ
ら
に
大
御
葬
歌
が
「
宮
廷
の
式
楽
と
化
す
る
以
前
に
は
、
恐
ら
く
シ
ャ
マ

一
五
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「
大
御
葬
歌
」
試
論

ニ
ズ
ム
の
鎮
魂
に
於
け
る
、
霊
旅
の
所
作
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と

さ
れ
た
の
は
示
唆
に
富
ん
だ
見
解
で
あ
る
。

　
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
巻
二
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
、
一
八
一
頁
。

　
西
民
前
掲
書
注
７
１
、
八
一
頁
。

　
前
掲
言
主
３
上
巻
、
二
二
七
頁
。

　
前
掲
言
主
６
９
、
九
六
六
頁
。

　
秋
問
俊
夫
氏
は
「
遊
部
は
鎮
魂
的
な
歌
を
歌
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
秋
間
俊
夫
「
死

者
の
歌
　
斉
明
天
皇
の
歌
謡
と
遊
部
１
」
『
文
学
』
一
九
七
二
年
三
月
号
。

　
前
掲
音
注
３
、
二
七
五
頁
。

　
前
掲
書
注
６
３
、
一
一
頁
。

　
『
日
本
思
想
大
系
　
律
令
－
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
四
三
四
頁
。

　
土
橋
前
掲
書
注
６
７
、
一
八
八
頁
。

　
中
西
進
，
天
降
っ
た
神
々
』
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
、
二
五
頁
。

一
六
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